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地
方
の
人
口
流
出
、
少
子
高
齢
化
、

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
…
…
。
さ
ま
ざ

ま
な
外
的
要
因
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
変
化
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
特

に
2
0
2
0
年
春
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
自
宅
を
中
心
と
し
た
非
接
触

の
生
活
様
式
が
主
と
な
り
、
公
共
交
通

の
あ
り
よ
う
を
は
じ
め
、「
暮
ら
し
や

す
い
街
」の
姿
が
劇
的
に
変
貌
を
遂
げ
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、「
人
を
運
ぶ
」こ
と

の
み
な
ら
ず
、
街
づ
く
り
や
小
売
、
飲

食
ま
で
、
生
活
に
結
び
付
く
多
様
な
分

野
を
手
掛
け
る
鉄
道
会
社
が
、
課
題
解

決
の
糸
口
を
模
索
し
て
い
る
。
そ
こ
で

見
い
だ
さ
れ
た
道
が
、
関
連
企
業
や
他

分
野
の
企
業
、
研
究
機
関
な
ど
と
共
創

を
行
う
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

J
R
を
は
じ
め
、
首
都
近
郊
の
私
鉄
で

も
各
社
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
る
。

　

今
回
は
、
そ
う
し
た
鉄
道
会
社
が
取

り
組
む
技
術
革
新
、
と
り
わ
け
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
注
目
し
た
。
各

社
の
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
社

長
が
先
頭
を
切
り
グ
ル
ー
プ
会
社
一
丸

と
な
っ
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
む
J
R
西
日
本
の
活
動
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
た
い
。
後
半
で
は
、
同
社

の
長
谷
川
社
長
に
そ
の
取
組
の
詳
細
や
、

共
創
に
お
け
る
知
財
戦
略
、
そ
し
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
か
け
る
思
い
を
聞
い

た
の
で
、
ぜ
ひ
一
読
し
て
ほ
し
い
。

鉄
道
会
社
が
描
く

「
街
」「
暮
ら
し
」の
未
来
像

私たちの未来
現代社会が直面する課題解決に向けて、他社との共創を足掛かりに全国の鉄道会社がさまざまな活動を行っています。

今号の特集では、公共交通から街づくりまで、多様な分野を担う各社の具体的な取組を紹介するとともに、
西日本旅客鉄道株式会社（JR西日本）長谷川社長へのインタビューから、

鉄道サービス、そして私たちの暮らしの将来像をひもときます。
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2023年春開業予定のうめきた（大
阪）地下駅への安全対策として、
多種多様な車両のドア位置に応
じて自在に開閉する世界初方式
のホームドアを開発。ナブテス
コ株式会社との共創。

JR西日本が目指す
概ね20年後の世界
（JR西日本技術ビジョン）

同社が目指す概ね20年後の
姿を描いたイメージ図。「さ
らなる安全と安定輸送の追
求」をはじめとした三つの柱
それぞれに、技術的側面から
アプローチしていくべき課題・
目標が具体的に記されている。

JR西日本グループ全体で
オープンイノベーションを推進
　同社が目指す概ね20年後のありたい姿を技術面か
ら模索していく「技術ビジョン」を2018年に策定。同
年にオープンイノベーション室を設置した他、2020年
には鉄道本部内にイノベーション本部を発足し体制を
強化、イノベーション創出を推進している。令和３年
度「知財功労賞」において、知的財産権制度活用優良企
業（オープンイノベーション推進企業）として経済産業
大臣表彰を受賞。今後もさまざまな企業と共同で安全、
CS、生産性の向上に向けた取組を行う予定だ。

FEATURE

JR西日本

全国で
広がる

新たな技術領域への挑戦のために
2020年にイノベーション推進室を設立
社外の企業と協業を進めてきた同社。2020年7月にイノベーション推進室を立
ち上げた他、大手ベンチャーキャピタルとエコシステム・パートナーシップを締
結し、モビリティ領域のオープンイノベーションに取り組んでいる。

JR東海

公共交通の未来を創出
「モビリティ変革コンソーシアム」
社会課題の解決や次世代の公共交通の創出に向け
て、国内外の企業、大学・研究機関と共創。東京駅
などでのXR技術を用いた新しい観光体験の検証
をはじめ、JR東日本の駅や車両等のフィールド
を活用してさまざまな取組を実施している。

JR東日本
現存する最古の私鉄としての
チャレンジ「Fly beyond」
「創業136年目の挑戦」と銘打ち、新規事業開発プ
ログラムを実施。企業発ベンチャーとして3社が、
経済産業省の「出向起業等創出支援事業」に採択さ
れ、事業を進めている。

南海電鉄

沿線の観光資源を活用「TOBU Open Innovation Program」
スタートアップ企業を対象に東武鉄道沿線の観光需要を喚起する共創アイデア
を募集し、新規事業・ サービスを創出するプログラムを実施。東京スカイツリー
タウン®など豊富な観光資源を有する同社ならではの取組。

東武鉄道

※東日本旅客鉄道株式会社の登録商標です

鉄道事業者
オープンイノベーションの取組
各地の公共交通や街づくりを担う全国の鉄道事業者。さまざまな課題を解決すべく、
企業、大学と共同でオープンイノベーションを進めています。

SPECIAL 01
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い
、
守
り
が
中
心
の
仕
事
で
す
。
実

験
に
実
験
を
重
ね
て
、
お
客
さ
ま
に

１
０
０
％
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
い
う
の
が
私
た
ち
の
事
業
の
性
格

で
す
。
た
だ
、
全
て
が
そ
れ
で
は
、

鉄
道
事
業
そ
の
も
の
も
今
日
的
な

「
新
し
い
価
値
」を
提
供
し
て
い
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
は
あ
る
意

味
、
私
ど
も
の
鉄
道
事
業
者
と
し
て

の
組
織
文
化
も
進
化
さ
せ
て
い
く
と

い
う
取
組
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

と
は
い
え
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
社
員
に
と
っ
て「
未
知
と

ビ
ス
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
た
め

に
、
20
年
後
の
あ
り
た
い
姿
を
技
術

的
に
定
め
、
取
り
組
ん
で
み
よ
う
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、「
Ｊ
Ｒ

西
日
本
技
術
ビ
ジ
ョ
ン
」を
２
０
１

８
年
に
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ

ョ
ン
で
は
、「
さ
ら
な
る
安
全
と
安

定
輸
送
の
追
求
」「
魅
力
的
な
エ
リ
ア

創
出
の
一
翼
を
担
う
鉄
道
・
交
通
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
」「
持
続
可
能
な
鉄
道

・
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」と
い
う

三
つ
の
大
き
な
柱
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
し
て
い
く

た
め
の
方
策
と
し
て
重
要
視
し
て
い

る
の
が
、
組
織
の
垣
根
を
越
え
、
広

く
知
識
・
技
術
の
結
集
を
図
る
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

鉄
道
業
界
は
こ
れ
ま

で
、
重
厚
長
大
な
仕
組

み
の
中
で
特
定
の
メ
ー

カ
ー
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ォ
ー
ル
型
の
仕
事
を
し

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

組
織
文
化
が
閉
鎖
的

で
、
ス
ピ
ー
ド
感
に
欠

け
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
迅
速

な
技
術
革
新
と
新
た
な

価
値
提
供
を
実
現
す
る

に
は
、
こ
の
ま
ま
で
は

い
け
ま
せ
ん
。
ご
存
じ

の
よ
う
に
、
鉄
道
は
安

全
第
一
で
、
い
さ
さ
か

の
誤
り
も
許
さ
れ
な

　

自
然
災
害
の
激
甚
化
や
、
地
方
の

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、

鉄
道
輸
送
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
な
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
将

来
に
わ
た
っ
て
安
全
・
快
適
・
魅
力

的
か
つ
持
続
可
能
な
鉄
道
輸
送
サ
ー

20
年
後
の
あ
り
た
い
姿
を

技
術
的
に
捉
え
て
み
よ
う

組
織
の
文
化
を
変
え
る
に
は 

ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
不
可
欠

技術によるリスクの見える化を進めるなど、新しい技術の可能性を追求。人が
より強みを発揮できる仕事に集中することで、安全性と輸送品質の向上を目指す。
また、ユーザーや社会と連携し、共に安全性を高めていく。

1.さらなる安全と安定輸送の追求

ユーザーをはじめ、さまざまな事業者や地域とつながり、技術を活用することで、
多様なユーザーへのシームレスできめ細かいサービスの提供を目指す。さらにユ
ーザーへ最適な旅の提案を行うとともに、地域活性化に貢献する。

2.魅力的なエリア創出の一翼を担う鉄道・交通サービスの提供

IoTやAIなど新しい技術を活用し、働き方改革と生産性向上を進め、人口減少時
代にも持続可能な、地球にもやさしい鉄道・交通システムの構築を目指す。

3.持続可能な鉄道･交通システムの構築

長
は せ が わ

谷川 一
か ず あ き

明
西日本旅客鉄道株式会社
代表取締役社長　

1957年生まれ、三重県出身。81年に東京大学法学
部を卒業し、国鉄に入社。ＪＲ西日本執行役員岡山
支社長、取締役兼常務執行役員近畿統括本部長、代
表取締役副社長兼執行役員創造本部長を歴任し、
2019年12月より現職に就任。

所在地／大阪市北区芝田二丁目4番24号
TEL／0570-002-486　URL／https://www.westjr.co.jp
設立年／1987年　業種／陸運業
従業員数／47,900名（連結）（2021年3月）

北陸・近畿・中国地方での鉄道サ
ービスを中心に、駅ビルやホテル
などの不動産業、飲食・ファッシ
ョンなど幅広い事業を展開する。
令和3年度「知財功労賞」において、
オープンイノベーション推進企業
として経済産業大臣表彰を受賞。

西日本旅客鉄道株式会社
PROFILE

TOP RUNNER INTERVIEW

JR西日本  技術ビジョン 「3つのありたい姿」

オープンイノベーションが変える
鉄道サービスの未来とは
目まぐるしい変化を遂げる経営環境の中、鉄道サービスのあり方を変えるため、
JR西日本グループではオープンイノベーションに着手。従来の組織文化としては異色の手法を
なぜ採用し、どのように根付かせてきたのかを代表取締役社長の長谷川氏に伺いました。

“20年後のありたい姿”を実現するために
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つ
か
引
き
合
い
も
頂
い
て
い
る
状
況

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
当
社
技
術
を

フ
ッ
ク
に
、
外
部
の
方
と
共
創
活
動

を
繰
り
広
げ
る
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
外
部
の
技
術
を
当
社
施
策

に
取
り
込
む
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
型
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
例
で
す
と
、

電
車
の
ド
ア
と
ホ
ー
ム
と
の
段
差
・

隙
間
を
自
動
的
に
解
消
す
る
機
構
を

開
発
し
て
い
ま
す
。
次
代
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
と
し
て
、
車
い
す
を
ご
利
用

の
方
が
ご
自
身
で
鉄
道
を
ご
利
用
い

た
だ
け
る
環
境
を
整
え
る
た
め
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
例
で
、
長
野
県
の

小
松
製
作
所
さ
ま
と
共
に
、
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、

地
方
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け

て
Ｂ
Ｒ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
さ
ま
と
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
し
、
共
創
活
動
を
繰
り
広

げ
て
い
く
上
で
、
そ
れ
を
支
え
る
知

財
戦
略
も
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。共
創
活
動
を
進
め
る
上
で
は
、

知
財
と
い
う
形
で
当
社
の
技
術
を
示

せ
な
い
限
り
、
積
極
的
な
対
話
も
で

き
ず
、
相
手
に
も
当
社
の
価
値
を
認

め
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自

キ
ー
マ
ン
を
各
部
署
に
配
置
し
て
い

ま
す
。
彼
ら
は「
社
内
革
命
軍
」の
よ

う
な
存
在
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
自
部
門
の

課
題
解
決
な
ど
に
取
り
組
ん
で
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
社
内
外
の
関
係
者
と

広
く
関
わ
り
な
が
ら
新
し
い
考
え
方

を
組
織
に
持
ち
帰
っ
て
く
る
。
こ
の

繰
り
返
し
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
輪

を
広
げ
て
い
く
わ
け
で
す
。

　

成
果
の
一
例
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
自
動
改
札
機
の
Ｃ
Ｂ
Ｍ
が
あ

り
ま
す
。
自
動
改
札
機
か
ら
日
々
収

集
さ
れ
る
稼
働
デ
ー
タ
や
故
障
履
歴

を
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
分
析
、
各
号
機
の

当
面
の
故
障
確
率
を
予
測
し
、
そ
れ

に
応
じ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
同
じ
課
題

は
他
鉄
道
事
業
者
さ
ま
も
抱
え
て
お

ら
れ
、
こ
の
取
組
を
紹
介
し
た
と
こ

ろ
、
実
証
実
験
に
進
む
な
ど
、
い
く

の
提
供
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
鉄
道
以
外
の
関
連 

サ
ー
ビ
ス
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ

て
、
よ
り
良
い
価
値
を
創
造
で
き
る

は
ず
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
将
来
に
わ
た
り
安

全
安
定
な
鉄
道
輸
送
を
提
供
し
続
け

る
た
め
、
構
造
改
革
と
と
も
に
、
新

た
な
価
値
創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

鍵
と
な
る
の
が
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
自
前
主
義
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業
と
組
み
、

そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
技
術
や
仕
組

み
を
組
み
合
わ
せ
る
。
そ
し
て
、
磨

き
を
か
け
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
・
価

値
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
お
客
さ
ま

か
ら
の
信
頼
を
頂
き
、
選
ん
で
い
た

だ
け
る
企
業
で
あ
り
続
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

身
の
知
財
の
体
系
を
整
理
し
、
見
え

る
化
を
進
め
な
け
れ
ば
、
世
の
中
の

技
術
動
向
の
把
握
、
必
要
な
打
ち
手

の
方
向
性
に
つ
い
て
も
、
見
極
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
現
在
、
鉄
道
の
安
全
・

安
定
な
持
続
的
運
営
に
貢
献
す
る
た

め
の「
守
り
」の
知
財
と
、
社
会
適
用

性
が
高
く
新
規
価
値
創
出
の
可
能
性

が
見
込
ま
れ
る
も
の
に
対
す
る「
攻

め
」の
知
財
化
を
意
識
し
、
知
財
取

得
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
知
財
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
化
を

進
め
、
経
営
戦
略
・
事
業
戦
略
の
立

案
・
意
思
決
定
へ
、
ま
す
ま
す
活
用

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
社
会
行
動
変
容
や

人
々
の
価
値
観
と
い
う
も
の
も
変
わ

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
お
そ

ら
く
不
可
逆
的
な
、
大
き
な
社
会
構

造
の
変
化
が
起
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
こ
れ
か

ら
多
拠
点
勤
務
、 

多
拠
点
居
住
と
い
う

指
向
は
ど
ん
ど
ん 

進
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
よ
り
多
角
的
に

お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う

な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

小
さ
な
成
功
体
験
の
積
み
重
ね
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
自
信
を
育
む

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

鉄
道
事
業
の
未
来
を
つ
く
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る

知
財
戦
略

の
遭
遇
」で
あ
り
、

当
初
は
戸
惑
い
が

見
ら
れ
た
こ
と
も

事
実
で
す
。
例
え

ば
、
部
署
ご
と
の

デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で

横
断
的
に
分
析
し

て
価
値
が
出
せ
る

か
見
極
め
る
、
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
一

つ
と
っ
て
も
、
各

部
署
で
守
っ
て
き

た
門
外
不
出
の
デ

ー
タ
を
、
他
部
門

ま
し
て
や
外
部
に
提
供
す
る
な
ん
て
、

と
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
抵
抗
は

大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
組
織
文
化
を
変
え
て
い

く
に
は
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
組
織

ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
不
可

欠
で
す
。
そ
こ
で
、
取
り
組
み
を
さ

ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
２
０
２
０

年
に
変
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
横
断
的

に
進
め
る
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

本
部
を
設
立
。
ま
た
、
変
化
対
応
力

を
高
め
、
Ｄ
Ｘ
を
担
う
た
め
の
組
織

と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
本
部
を
、
社
長
自
ら
を
本
部
長
と

し
て
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

私
が
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
役
と
し
て
組
織

の
壁
を
壊
し
つ
つ
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

実
務
と
し
て
は
、「
リ
エ
ゾ
ン
」と

い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
理
解
者
・

株式会社小松製作所と共同開発を進める「車いす段差
解消機構」。先端の可動部がセンサーによって車両床
面に対して自動的に張り出し、ホームと車両間の段
差や隙間をなくす仕組みとなっている。

SPECIAL 01

ソフトバンク株式会社との共同開発プロジェク
トである「隊列走行・自動運転BRT」。シームレ
スかつ利用に応じた柔軟な輸送サービスの提供、
持続可能な地方交通サービスの実現が目標。
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PROFILE

日本信号株式会社

所在地／東京都千代田区丸の内1-5-1 
新丸の内ビルディング13階
TEL／03-3217-7200
URL／https://www.signal.co.jp
設立年／1928年
業種／電気機器
従業員数／1,265名（2021年3月）

1928年の設立以来、最新の鉄道信
号技術をはじめ、信号灯機や駅の自
動改札機などを開発・製作し日本の
交通インフラを支える。国際事業に
も積極的で、28の国と地域で鉄道イ
ンフラに貢献する。

※写真は久喜事業所

進化する「交通インフラ」
創る人、支える知財

日本信号株式会社FEATURE

お話を聞いたの
は

1958年生まれ、愛知県出身。82年
に名古屋工業大学を卒業し、日本信
号入社。当時世界初となる磁気チケ
ットを用いた航空会社の搭乗管理シ
ステムに携わる。取締役、副社長兼
最高執行責任者を歴任し、2016年6
月より現職に就任。

塚
つか

本
もと

英
ひで

彦
ひこ

日本信号株式会社
代表取締役社長

創業100周年を目前に長期経営計画「Vision-2028『EVOLUTION 100』」を
策定した日本信号。交通インフラを「安全と信頼」で支えてきた同社が、
社会的課題とインフラの進化をどのように捉えているのか、その展望をお伺いしました。

　

こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
怒
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
鉄
道
の
シ

ス
テ
ム
は
、
根
本
的
に
は
１
０
０
年

前
か
ら
大
き
く
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
。

比
較
的
古
い
デ
バ
イ
ス
が
継
続
的
に

使
わ
れ
て
お
り
、
鉄
道
事
業
者
の
オ

ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

コ
ス
ト
の
負
担
が
大
き
く
な
る
一
方

で
、
Ａ
Ｉ
の
よ
う
な
技
術
が
比
較
的

ロ
ー
コ
ス
ト
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
状

況
で
私
た
ち
が
改
善
で
き
る
こ
と
、

お
客
さ
ま
の
負
担
を
軽
く
で
き
る
こ

と
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か—

—

そ
う
い
う
発
想
か

ら
長
期
経
営
計
画「
Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ 

１
０
０
」を
作
り
、「
イ
ン

フ
ラ
の
進
化
」に
貢
献
す
る
た
め
の

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
当
社
の
主

要
顧
客
で
あ
る
鉄
道
事
業
者
の
運
輸

収
入
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
地

方
の
ロ
ー
カ
ル
路
線
は
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
負
担
が
大

き
く
、
廃
線
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
代
替
案

と
し
て
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
安

オ
ペレ
ー
シ
ョ
ン
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

課
題
を
技
術
で
解
決
す
る

 

Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

１
０
０
で

「
イ
ン
フ
ラ
の
進
化
」に
貢
献
す
る

特集

2
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グローバル セキュリティ&
センシング

スマート
シティ

O&M※1

ソリューション

知財が交通インフラの進化〈ＥＶＯＬＵＴＩＯＮ〉を促す

存
の
シ
ス
テ
ム
に
ア
ド
オ
ン
す
る
こ

と
で
従
来
型
の
自
動
運
転
と
同
じ
機

能
を
実
現
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

を
採
っ
て
お
り
、
特
許
出
願
も
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
電
気
回
路
や
メ
カ
の
構

造
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
け
で
は
な
く

て
、
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
新
た
な
ア
イ

デ
ア
を
形
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
あ
る
モ
ノ
に

技
術
を
付
加
し
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
に

新
し
い
機
能
を
実
装
す
る—

—

こ
う

し
た
日
本
信
号
な
ら
で
は
の
取
組

を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
動
運
転
と
い
う
と
画
像
認
識
が

主
流
で
す
が
、
日
本
信
号
で
は
、
鉄

道
で
築
き
上
げ
て
き
た
フ
ェ
ー
ル
セ

ー
フ
の
技
術
を
継
承
し
た
ア
プ
ロ
ー

チ
を
考
え
て
い
ま
す
。
レ
ー
ル
の
代

わ
り
に
電
磁
誘
導
線
の
よ
う
な
も
の

を
路
面
に
貼
っ
て
、
こ
の
軌
道
を
走

る
よ
う
に
す
る
。
前
後
の
車
と
の
間

隔
な
ど
も
、「
閉
塞
」と
い
う
概
念
を

採
用
し
て
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
し

て
あ
げ
る
。
そ
う
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
や
れ
ば
、
一
歩
進
ん
だ
提
案
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
技
術
開
発

も
進
ん
で
お
り
、
小
型
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ

ン
サ
ー
を
機
器
内
部
に
取
り
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
鉄
道
会

社
で
は
日
々
、
保
守
担
当
の
方
が
営

業
運
転
後
に
線
路
を
歩
き
な
が
ら
目

視
で
い
ろ
い
ろ
な
点
検
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
壊
れ
て
い
て
も
壊
れ
て
い
な

く
て
も
毎
日
や
る
の
が
当
た
り
前
で
、

大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
で
取
得

し
た
機
器
内
の
デ
ー
タ
を
A
I
に
学

習
さ
せ
て
み
る
と
、「
そ
ろ
そ
ろ
壊

れ
そ
う
だ
な
」と
い
う
と
き
に
特
徴

的
な
傾
向
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
う

す
る
と
、
セ
ン
サ
ー
が
危
険
な
兆
候

を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
と
き
だ
け
点

検
と
補
修
に
行
け
ば
い
い
。
こ
う
い

っ
た
形
で
労
働
コ
ス
ト
を
削
減
す
べ

く
、
社
会
実
装
に
向
け
て
実
証
実
験

を
今
全
国
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

技
術
開
発
や
知
財
戦
略
の
面
で
大

切
に
し
て
い
る
の
は
、

「
今
あ
る
モ
ノ
を
有
効

に
使
う
」こ
と
で
す
。

例
え
ば
鉄
道
の
自
動
運

転
で
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
自
動
運
転
化
に
当

た
っ
て
シ
ス
テ
ム
全
体

を
取
り
替
え
る
と
な
る

と
、
運
行
を
中
止
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、

車
両
も
休
ま
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
私
ど
も
が
J
R
九

州
さ
ま
と
共
同
で
試
行

し
て
い
る
技
術
は
、
既

い
バ
ス
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

も
運
転
手
の
育
成
に
か
か
る
時
間
と

費
用
が
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
の
解
決
策
に
な
り

得
る
の
が
自
動
運
転
で
す
。
お
客
さ

ま
の
対
応
は
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
方
が

行
い
、
バ
ス
の
運
転
は
Ａ
Ｉ
に
任
せ

て
し
ま
え
れ
ば
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
安
く
な
り
、
ダ
イ
ヤ
の
ピ
ッ
チ

も
上
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
今
ま
で

一
時
間
に
一
本
し
か
走
っ
て
い
な
か

っ
た
バ
ス
が
二
本
三
本
と
走
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

か
ら
も
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
の

イ
ン
フ
ラ
の
知
財
戦
略
で
大
切
な
の
は

今
あ
る
モ
ノ
を
有
効
に
使
う
こ
と

「インフラ協調型自動運転システム」を推進。信号機などに設置
したセンサーから得られたデータを基に、AIが進路上の物体の
種類や移動方向などを検出。

※1 Operation&Maintenanceの略（インフラに関わる運用・保守）
※2 Mobility as a Serviceの略

鉄道関連機器の製造を担う久喜事業
所には、同社の取組を紹介する展示
室を設置。毎年10月14日の鉄道の
日に合わせ一般に開放し、鉄道と地
域がふれあう「鉄道まつり」を開催し
ている（2022年の開催は未定）。

JR九州香椎線にて、自動列車運転装置の実証運転をスタート。将来的に
は、運転士以外の係員が乗務する自動運転（GoA2.5）の実現を目指す。

トータル
モビリティ
（MaaS※2含）

安全　信頼　快適

現在

保有基盤技術

センシング技術

無線ネットワーク技術

画像解析技術

活用する基盤技術

…

…

…

データマイニング

5G／6G通信技術

クラウド技術
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ど
う
や
っ
て
取
り
組
ん
で
る
の
？

知
財
戦
略

知
財
戦
略

INTELLECTUAL
PROPERTY 
STRATEGY

知
財
戦
略
に
取
り
組
む
企
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
!

今
回
は
、
ユ
ー
ザ
ー
目
線
に
立
っ
た
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
新
た
な
価
値
を
創
造
し
、

そ
の
中
で
生
ま
れ
た
特
許
技
術
を
し
っ
か
り
守
る
取
組
を
す
る
、ジ
ャ
ク
エ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

株
式
会
社
ジ
ャ
ク
エ
ツ

Vol.

4

子どもたちの「あそぶ力」を伸ばすことは、未
来を切り拓くこと。そんな思いでものづくり
に取り組んできました。プロダクトにとどま
らず、今後は「あそび」の空間や場の価値を知
財化していくことも大切だと考えています。

代表取締役 徳本達郎氏

INTERVIEW

株式会社ジャクエツ

PROFIL E

所在地 ／福井県敦賀市若葉町2-1770
（福井本社／工場）、
東京都港区高輪４-24-50（東京本社）
URL ／https://www.jakuets.co.jp
設立年／1949年
業種／小売業（教育関連）、その他製造業、建設業
従業員数／649人（2022年1月）

08



マンガ=柏
かしわばらしょうてん

原昇店09



兵庫県中小企業
団体中央会
尾﨑様より

窓口に紹介してよか
った！ 地域団体商標
の取得で、若手の商
工業者が商品開発の
活動を地域に広げる
ための、強固な足掛
かりができました。

兵庫県知財総合支援
窓口
孝橋様より

兵庫県中小企業団体中
央会と連携し、皮革の
ブランド化、地域団体
商標の支援をしまし
た。今後も海外展開な
どの支援を引き続きさ
せていただきます。

神戸レザー協同組合
理事長 片山様　副理事長 永田様より

窓口の支援により、国内で初めてとなる「皮革」
に対する地域団体商標「KOBE LEATHER」が登
録されました。これにより、世界最高の食材の
一つである「神戸ビーフ」にひもづいた唯一の皮
革として世界に発信することができるだけでな
く、原皮の生産から加工まで兵庫県で完結する
地域性を広くアピールすることができます。

　「神戸ビーフ」の原皮の有効活用や、皮革の新た
な付加価値の創出を目的に活動している神戸レザ
ー協同組合。INPIT兵庫県知財総合支援窓口は、
兵庫県中小企業団体中央会と連携し、地域団体商
標登録や地域ブランド戦略の面から支援を行いま
した。同分野に詳しい専門家（弁理士）と協働して

地域団体商標の出願や、トレーサビリティ確立に
よるブランドの差別化などの支援を実施。さらに、
将来の展開を見据えた戦略的な支援として、関連
商標「KEIOKU」やロゴデザインの登録も行いまし
た。今後も、取得した権利の活用や海外展開の面
から支援を継続していきます。

　経験豊富な窓口担当者が、まずはご相談者
さまのお話を通じて“経営”と“知的財産”の課
題を把握し、事業・知財戦略の策定助言や、
それらの戦略に合った知財活動の方向性をご
提案。専門性の高い課題などについては、 

弁理士・弁護士といった専門家やよろず支援
拠点をはじめとする関係支援機関と連携して、
効率的・網羅的に解決を図ります。相談は窓
口での対面相談に加え、訪問、電話、メール、
WEBでも受け付けています。

知財支援はINPITにおまかせ！
アイデア・出願・事業展開・海外展開 etc

0570 –082100 （平日 8:30 ～ 17:15）

※全国 47 都道府県に設置されたお近くの窓口におつなぎいたします

「知財総合支援窓口」はINPIT（インピット）が、47都道府県に設置している地域密着型の相談窓口です。
中小企業をはじめとした皆さまの経営課題解決に向け、技術・アイデアなど、“知財”の側面から支援を行っています。

兵庫県中小企業団体中央会　尾﨑様
神戸レザー協同組合理事長　片山様
神戸レザー協同組合副理事長　永田様
兵庫県知財総合支援窓口　孝橋様　※左から順

神戸レザー協同組合
所在地／兵庫県神戸市中央区
TEL／078-362-7099（事務局
<神戸新聞社メディアビジネス局内>）
URL／https://kobeleather.or.jp
設立年／2019年　組合員数／5人

PROF IL E

知財総合支援窓口って？

インピット
無料で

アドバイス

支援概要

「KOBE LEATHER」のブランド戦略をサポート
国内初、皮素材の地域団体商標として登録へ！        ［神戸レザー協同組合］

INPIT知財総合支援窓口 全国共通ナビダイヤル

TEL

https://chizai-portal.inpit.go.jp

知財総合支援窓口 知財ポータル

WEB

INPIT  REPORT  |  VOL .04  |

WEBサイトは
こちらから

支援成果

　「KOBE LEATHER」が全国初の皮
素材の地域団体商標として登録。さ
らに、自治体や地域支援機関などと
のつながりにより、神戸肉流通推進
協議会や神戸中央畜産荷受株式会社

によるトレーサビリティのシステム
構築をサポート。同ブランド商品を
「つくり手の見える」BtoC向けの高
付加価値商品へ昇華させ、ブランド
化に寄与することができました。

INPITがお手伝いしました！
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絵
を
描
い
た
り
物
を
作
っ
た
り
す

る
こ
と
が
好
き
で
、
学
生
時
代
に
は

建
築
を
専
攻
。
中
央
省
庁
の
説
明
会

に
参
加
し
、
国
家
公
務
員
で
唯
一
、

デ
ザ
イ
ン
を
専
門
と
す
る
職
種
が
あ

る
特
許
庁
と
出
会
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
意
匠
制
度
を
通
じ
て
、

企
業
を
は
じ
め
と
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の

皆
さ
ま
の
デ
ザ
イ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
意
匠
制
度
は
、
時
代
と

と
も
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
昨
今
、
画
像
、

建
築
物
、
内
装
デ
ザ
イ
ン
の
経
営
資

源
と
し
て
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
令
和
元
年
意
匠
法
改

正
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
新
た
に
保
護

対
象
と
す
る
こ
と
を
実
現
し
ま
し

た
。
私
は
、
衆
参
両
議
院
に
お
け
る

委
員
会
質
疑
で
の
、
答
弁
書
の
原
案

の
取
り
ま
と
め
を
担
当
。
多
数
の
質

疑
か
ら
、
抜
本
的
な
改
正
を
目
指
す

意
匠
法
へ
の
関
心
の
高
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
令
和
元
年
意
匠
法
改
正
に

関
す
る
情
報
は
、
特
設
サ
イ
ト
で
一

元
的
に
提
供
。
今
年
の
1
月
に
は
、

意
匠
登
録
事
例
を
特
許
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
対
応
し
た
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化

な
ど
の
文
脈
で
、
令
和
3
年
に
も
意

匠
法
を
改
正
。
意
匠
の
国
際
出
願
の

利
便
性
向
上
の
た
め
に
、
条
文
の
草

案
作
成
か
ら
国
会
対
応
ま
で
一
貫
し

て
関
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

私
た
ち
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

意
匠
制
度
を
描
い
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
現
在
私
が
担
当
す
る
の

は
、
意
匠
分
野
の
国
際
協
力
。
日
本

企
業
が
海
外
で
も
安
定
し
て
意
匠
権

を
取
得
し
、
活
用
で
き
る
環
境
を
実

現
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

VOL.4

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

意
匠
法
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

知財にまつわるさまざまな仕事に携わる
特許庁のプロフェッショナルにフォーカス。
今回は、意匠制度をより使いやすく
するための法改正を推進した
意匠審査官の匠が登場します。

建築物の意匠として
意匠登録された
上野駅公園口駅舎
東日本旅客鉄道株式会社(ＪＲ東日本）の
上野駅公園口駅舎は、改正意匠法により
初めて意匠登録された、建築物の意匠の
一つ。登録をお知らせするニュースリリー
スの日は、法律の施行日に続く第二の船
出であり、感慨深かったことを覚えています。

休日は子どもたちと
絵を描いて過ごしています
7歳と3歳の子どもと遊んでリフレ
ッシュするのが休日の過ごし方。
特に、鉄道が大好きな子どもたち
のリクエストで、一緒に電車の絵
を描いたり、段ボール電車を工作
したりしています。

202 2.MAR .VOL .04

This month's person

「事例から学ぶ 意匠制度活用ガイド」
意匠制度の活用方法は模倣品対策にとどまらな
い。中小企業やデザイナー、大学・研究機関の皆さ
まにも意匠のことを知ってほしい。そんな思いを
込めて作成しました。2021年には「意匠制度の基
本」を最新情報に更新。ユーザーへのインタビュー
を基に、意匠権に期待される効果を抽出した「事例
マトリクス」もぜひ参考にしてください。

匠の
こだわ

り

クローズアップ！

特許庁 総務部 国際政策課／
国際協力課 課長補佐（意匠政策係長）

滋賀県出身。2010年入庁。14年審査官。
意匠審査に従事し、その後、企画調査課、
意匠課にて調査研究や制度普及などを担
当。19年よりスウィンバーン工科大学
客員研究員として豪州に滞在。20年よ
り意匠課にて令和3年特許法等一部改正
を担当。21年10月より現職。

平
ひら

田
た

 哲
てつ

也
や

This month's person

もっと

特許庁の

STAFF CLOSE-UP

匠 たくみ
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「『AI×商標：イメージサーチコンペティション』って？」
コミカルなタッチが特徴で、
マンガも描けるイラストレ
ーターとして広告・書籍・
blogなどで活躍中。自身を
クマのキャラ「パパン」に見
立てて、難しい物事をわか
りやすく伝えるのが得意。
Twitter：@kbst2

イラストレーター

柏
かしわ

原
ばら

昇
しょう

店
てん

さん

昨年末から今年にかけて、特許庁として初の試みである、機械学習のコンペティションが
開催されました。一体、どんな取組なのか？ パパンが突撃レポートします!
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TOPICS
注目のあの話題を徹底解説!

TOPICS
特許や意匠、商標など知財にまつわる注目の最新ニュースについて、
弁理士の茅原裕二先生がわかりやすく解説!
今回は、ヤマト新クロネコマークの商標登録についてご紹介します。

TOPIC 「クロネコのマークが少し変わります。」
ヤマトHD が 64 年ぶりにロゴマークをリニューアル

マトホールディングスは、2021年4月1日
より新しい「クロネコマーク」と、新たな価

値提供を象徴する「アドバンスマーク」の使用を
開始した。64年間使用してきたクロネコマーク
が変更されるのは、1957年の制定以来、初めて
のこととなる。11月には商標権を取得した。

ヤ

2003年弁理士登録。特許事務所にて弁
理士として務めた後11年の東日本大震
災を機に独立し、「わらしべ特許商標事
務所」を設立。同年書籍「佐藤さんはなぜ
いっぱいいるのか？」（講談社）の出版を
機に、特許・商標などの知財をビジネス
上の目印に活用することを広めるべく「目
印コンサルタント®」として活動している。

茅
かや

原
はら

裕
ゆう

二
じ

 先生 私が解
説
し
ま
す

　 2021年4月のヤマト運輸を中核とす
る経営体制の再編と併せて、ロゴマーク
を変更したヤマトHD。新しい二つのマー
クは、会社の意思とビジョンを表している。
都市や街、地域の環境により調和し、溶け

込みながら、サービスをさらに進化させて
いく意思の表明として、より未来志向のデ
ザインに磨き上げた。3年程度を目標に、新
たに使用する車両や営業所に反映させなが
ら、順次広げていく。

経営体制の再編とともに新たなロゴマークに進化
FOCUS

新ロゴ
マーク

アドバンス
マーク 

旧ロゴマーク 新ロゴマークのトラック

COMMENTARY

　クロネコのマークは、ヤマトＨＤの企業イメージを決める
最も重要な目印（商標）です。目印は、使用し続けることによ
り、消費者に認識され、そのイメージが定着し、そしてそこ
に信用が蓄積されていきます。従って、目印を変えるという
行為は今まで蓄積してきた企業イメージを失う可能性がある
危険な行為であるともいえます。それでもなぜ、ヤマトＨＤ
は目印を変えたのか？ それは、時代の変化とともに消費者
のニーズが変化し、これに伴って目印の持つイメージが変化
してしまうからです。ある意味、目印には時代の変化に応じ
てメンテナンスが必要だといえます。
　この時代の変化を敏感に感じ取って目印を変化させた代表
的なものとして、福助のいわゆる福助マークがあります。こ
の福助マークはその時代を反映し、顔や衣装を少しずつ変化
させてきており、2003年には若者消費者のニーズをつかむべ
く近代的なロゴマークになりました。変化はとっても勇気が
いることだったと思いますが、新たな時代に向けて挑戦する
という企業姿勢がうかがえます。さらに、福助マークは次の
100年に向かって新たな一歩を踏み出すべく2020年にも変
化しました。しかし、この新たな福助マークは、さらに近代
化したものというわけではなく、むしろ初代福助マークに近
いものです。目印のデザインだけ見れば、時代に逆行してい

るように見えますが、レトロブームが起きる現代社会、イン
バウンド需要の増大などを考慮すれば、むしろ時代の変化に
マッチした目印であるといえると思います。
　このように時代の変化に対応して劇的に目印を変化させる
企業がある一方、知らぬ間に顔がイケメンになっている目印
もあります。その代表的なものは、「グリコ」のいわゆるゴー
ルインマークです。現在のゴールインマークは8代目という
ことですが、女子学生の「顔が怖い」という一言を契機に時代
の変化に合わせてイケメンになっていったようです。

時代とともに変化する商標に注目
茅原先生解説

新

旧 新 旧

福助 グリコ

シンボルマークの変化
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※本冊子は、グリーン購入法に基づく判断基準を満たす紙を使用しており、「Aランク」のみを用いているため、「紙へのリサイクル可」

特許庁からのお知らせ

［お問い合わせ先］03-3501-6792
（特許庁広報室直通 平日9:00～17:30）
［E-Mailアドレス］PA0270@jpo.go.jp

※バックナンバーも
ご覧になれます

WEB版も
チェック！

発行：2022年3月10日　制作：特許庁広報室

Vol.52

「とっきょ」
アンケート

アンケートにご協力いただいた方には、
次号広報誌（vol.53）を送付いたします。

特許庁の広報誌「とっきょ」に関する
アンケートにご協力ください

I N FORMAT ION

「特許法等の一部を改正する法律」および「特許法等の一部を改正する法律
の施行に伴う関係政令の整備等に関する政令」の施行に伴い、特許関係料
金などが改定されることとなりました。該当する料金は下記の通りです。

令和3年特許法等改正に伴う
料金改定のお知らせ（令和4年4月1日施行）1

◆令和4年4月1日に改定される料金

※平成16年3月31日以前に審査請求をした出願の特許料について、改定はありません。
〈一例〉 〈一例〉

項目 改定前金額 改定後金額
特許料

（第1年から第3年まで）
毎年 2,100円＋

（請求項の数×200円）
毎年 4,300円＋

（請求項の数×300円）

項目 改定前金額 改定後金額

商標登録料 区分数×28,200円 区分数×32,900円

［1］ 特許料（平成16年4月1日以降に審査請求をした出願）（特許法施行令第8条の2）

（特許庁HP／令和3年特許法等改正
に伴う料金改定のお知らせ
〈令和4年4月1日施行〉）

詳細はこちらから
◆適用の考え方

※追納する特許料、割増特許料など施行日以降の納付であっても改正前の料金を適用する場合もあります。詳細は右記HPよりご確認ください。

●改正法等の施行日（令和4年4月1日）より前に納付される特許料等は改正前の料金を適用します。
●改正法等の施行日（令和4年4月1日）以降に納付される特許料等は改正後の料金を適用します。

［3］ 国際出願（特許、実用新案）関係手数料
　　（特許協力条約に基づく国際出願等に関する法律施行令第2条）

［4］ 国際登録出願（商標）関係手数料
      （特許法等関係手数料令第3条の2）

［2］ 商標登録料（商標法施行令第4条）

多様な社会課題を受け、企業・大学では、革新的なアイデア
を生かした技術開発や事業化が求められています。そうした
状況を受け特許庁・INPITは知財活用推進のため、中小企業庁、
産業技術環境局と合同でアクションプランを策定しました。

中小企業や大学における知財活用促進を
目的とした「アクションプラン」を策定しました2

（経済産業省HP／知財活用促進に向けたアクションプランを策定しました）

詳細はこちらから

□  INPITにおいて「産学連携・スタートアップアドバイザー事業」（伴走型支援・相談窓
口設置）の開始

□  特許庁において「日本出願を基礎としたスタートアップ設立に向けた国際的な権
利化支援事業」の創設

1 特許庁・INPITの大学支援機能強化
□ 「加速的支援事業」（伴走型支援）の開始
□  商店街等のブランディングを支援する「地域ブランドデザイ
ナー」の派遣開始

1 INPIT（知財総合支援窓口）の機能強化

□  若手研究者発掘支援事業、J-Innovation HUBにおける知財課題解決の抜本的強化 
（特許庁・INPITの支援策により全面的にサポート）
□  産学官連携の各種ガイドラインの知識向上
（産学官連携ガイドライン、モデル契約書の周知・理解促進） 

2 産業技術環境局と特許庁・INPITの連携強化□中小企業支援における知財課題解決の抜本的強化
  （特許庁・INPITの支援策により全面的にサポート）
□知財取引適正化の抜本的強化
  （下請かけこみ寺と知財総合支援窓口の連携開始） 

2 中小企業庁と特許庁・INPITの施策連携強化

中小企業・スタートアップ版POINT 大学版POINT

（経済産業省HP／中小企業・スタートアップの
知財活用促進に向けたアクションプランを策定しました）

詳細はこちらから

「参加企業からの声」

「お申し込みについて」

特許庁と意見交換を希望する
企業などを募集します!3 特許庁は、知的財産権制度や特許庁の施策などをより広く知っていただくとともに、

ユーザーの皆さまの生の声を伺うため、個別の企業や業界団体と、実務者レベルでの 
「意見交換」を実施しています（令和元年度実績：約400件）。ぜひ、ご応募ください。

【申し込み方法】
必要事項をご記載の上、特許庁HPのお申込みフォームよりお
申し込みください。ご希望の日よりも2カ月程度前にお申し込み
いただけると、事前に貴社と意見交換内容のすり合わせ等を
十分に行って、意見交換会を有意義なものとすることができます。

【申し込み後の流れ】
お申込みフォームの内容に沿って適切な特許庁担当者を選定後、担
当者から、実施日時や具体的な意見交換内容の調整を行うためのメ
ールをお送りします。※特許庁に係属している出願については意見交
換を行うことはできません。必要に応じて、面接審査をご利用ください。

【お問い合わせ先】
特許庁総務部企画調査課
特許戦略企画班
TEL：03-3581-1101
内線：2144

特許庁がこんなにも多くの
施策・支援を行っているとは
知りませんでした。今後は 
ぜひ利用したいです。

今回説明があった統計資料
はこれまでに見たことがなく、
知財部門の業務を見直す 
きっかけになりました。

「意見交換」で “できること”
1 特許庁職員に対して、ご意見やご要望を直接お伝えいただけます。
2 貴社の事業活動をサポートし得る特許庁の施策や出願・審査に関する統計情報等をご紹介します。
※本意見交換はオンラインで実施しますので、地方の方でもお気軽にご応募ください!    ※参加費は必要ありません。

審査の運用について
詳しく知りたい！

国内外で早期に権利取得したい。
何かいい支援策はある？

そもそも特許・意匠・
商標って重要なの？

こんなご意見・ご要望・
お悩み、お聞かせください!

（特許庁HP／意見交換を希望
する企業等を募集します！）

詳細はこちらから

15



蔵
王
の
雪
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
白
と
、
紅
花
の

黄
色
の
三
色
で
構
成
。
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
に
も
こ
だ
わ
り
、
中
央
通
路
部
は
最
上
川

の
流
れ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
柄
を
通
し
、
グ

リ
ー
ン
車
に
は
月
山
の
緑
を
、
普
通
車
に
は

紅
花
の
オ
レ
ン
ジ
を
腰
掛
け
の
色
に
採
用
し

て
い
ま
す
。
特
に
普
通
車
の
腰
掛
け
は
美
し

く
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
始
ま
り
は
紅
花
が

摘
み
取
ら
れ
る
前
の
最
も
鮮
や
か
な
黄
色
を

表
し
、
終
わ
り
は
山
形
で
み
ら
れ
る
紅
花
の

最
後
の
姿
で
あ
る
紅
餅
を
表
現
。
Ｅ
６
系
・

Ｅ
７
系
の
デ
ザ
イ
ン
監
修
も
手
が
け
た
、
山

形
出
身
の
世
界
的
な
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
奥

山
清
行
氏
の
監
修
の
も
と
、
調
整
を
繰
り
返

し
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
手
塩
に
か
け
た
新
型
車
両
の
デ

ザ
イ
ン
を
知
的
財
産
権
で
守
る
べ
く
、
Ｅ
８

系
の
デ
ザ
イ
ン
は
す
で
に
、
形
状
の
表
現
を

優
先
し
た
線
画
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
、
カ
ラ
ー
リ

ン
グ
を
含
め
た
色
付
き
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
２
パ

タ
ー
ン
で
意
匠
登
録
済
み
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で

は
知
財
保
護
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
新
型
車

両
の
多
く
は
発
表
前
に
意
匠
登
録
出
願
を
済

ま
せ
て
い
る
の
だ
と
か
。

　

開
発
も
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
新
型
車

両「
Ｅ
8
系
」。
山
形
を
走
る
光
景
が
今
か
ら

目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

　

東
京
と
山
形
・
新
庄
間
を
結
ぶ
山
形
新
幹

線
に
、
新
型
車
両「
Ｅ
８
系
」が
２
０
２
４
年

春
か
ら
順
次
投
入
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
Ｅ
８
系
は
速
達
化
と
利
用
客
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
と
し
て
、
山
形
新
幹

線
向
け
に
新
規
開
発
さ
れ
る
車
両
で
す
。
こ

の
新
型
車
両
へ
の
こ
だ
わ
り
を
、
開
発
に
携

わ
っ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
山
川
氏
、
矢
嶋
氏
、

一
法
師
氏
の
三
名
に
伺
い
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
面
で
一
番
大
き
く
変
わ
っ
た
の

は
、「
鼻
先
」と
呼
ば
れ
る
車
両
の
先
頭
部
分

で
、
従
来
の
６
メ
ー
ト
ル
か
ら
９
メ
ー
ト
ル

に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
幹
線
区

間
で
の
最
高
速
度
の
向
上（
最
高
時
速
３
０

０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）に
伴
い
大
き
く
な
る
、

ト
ン
ネ
ル
突
入
時
の
発
破
音
を
抑
え
る
た
め
。

鼻
先
が
延
び
た
一
方
で
車
体
の
長
さ
は
変
え

ら
れ
な
い
た
め
客
席
を
減
ら
す
こ
と
は
必
至

で
し
た
が
、「
定
員
も
減
ら
し
た
く
な
い
」と

い
う
社
内
の
声
も
強
か
っ
た
と
か
。
他
に
も

車
椅
子
ス
ペ
ー
ス
増
設
な
ど
厳
し
い
条
件
が

あ
る
な
か
、
客
席
数
を
最
大
限
確
保
す
る
よ

う
配
慮
し
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
設
計
を
担
っ
た
川
崎
重

工
業
株
式
会
社（
現
：
川
崎
車
両
株
式
会
社
）

の
担
当
者
は
実
際
に
山
形
へ
赴
き
、
郷
土
資

料
館
や
歴
史
資
料
館
で
山
形
の
文
化
や
歴

史
、
風
土
を
そ
の
身
で
感
じ
取
っ
て
き
た
そ

う
。
こ
う
し
た
経
験
が
、
山
形
の
伝
統
や
文

化
を
取
り
入
れ
た
Ｅ
８
系
の
デ
ザ
イ
ン
に
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
観
の
カ
ラ
ー
は
Ｅ
３

系
を
引
き
継
い
で
、
県
鳥「
お
し
ど
り
」の
飾

り
羽
根
か
ら
採
用
し
た
パ
ー
プ
ル
を
中
心
に
、

地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
車
両
を
目
指
し
て

カ
ラ
ー
リ
ン
グ
で
山
形
を
表
現

東日本旅客鉄道株式会社
所在地／東京都渋谷区
　　　　代々木二丁目2-2
TEL／03-5334-1111
URL／https://www.jreast.co.jp 
設立年／1987年　業種／陸運業
従業員数／49,780人

2024年春から営業運転を開始するJR東日本の新型車
両。最上川の歴史に共通する新幹線がもたらす“豊か
さ”、そこから生まれる“風土や人の交流” を促す車両
として、「豊かな風土と心を編む列車」をデザインコン
セプトに開発。外観・内装に山形とゆかりのある色を
採用することで、山形の風土と、離れた土地にいる人
の心の結びつきを感じさせるデザインに仕上げている。

PRODUCT    

外観・内装のカラーリングで
山形を表現した山形新幹線「E8系」

COMPANY   

東日本旅客鉄道株式会社

社会で日々生まれる問題やニーズの解決には、
実は多くの知財が貢献しています。このページでは、
そうした知財と、知財に支えられた製品・サービスをご紹介。
私たちの未来を切り開くグッドアイデアをセレクトしました。

なる
ほど！

“山形らしさ”を
デザインに盛り込んだ
山形新幹線「Ｅ8系」
旅客車
意匠登録第1676337号、第1676404号

今回の知財  VO L .4

車両の先頭部分は、より進化した印象のアローライン形状に。車体上部におしどりパープル、車
体は蔵王ビアンコ、帯は紅花イエローと、山形ゆかりのカラーリングを採用。インテリアも最上
川と月山・紅花をモチーフとし、随所に山形らしさを表現している。

PRO FI LE     


